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志摩観光ホテル　ザ�クラシック　玄関前

近鉄賢島駅から徒歩で入場される代表団 イギリス運輸大臣（写真左）、アメリカ運輸長官（写真中央）

イタリアインフラ・交通副大臣 ＥＵ運輸担当委員

（１）お出迎え

1 2023（令和5）年 6 月 16 日（金）

Ⅰ 会合日程
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帆船型遊覧船「エスペランサ」（志摩マリンレジャー株式会社）

オープンデッキでの様子

（２）エクスカーション

英
あ

虞
ご

湾
わ ん

サンセットクルーズ
　遊覧船エスペランサに乗船し、真珠養殖が盛んな英虞湾の景色をご覧いただきました。

オープンデッキでの記念撮影
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明和町マスコットキャラクター「めい姫」によるお出迎え

アサヒタクシー株式会社（広島県福山市）の車両一般社団法人明和観光商社（明和町）の車両「牛車（もうぐる）」

（３）デモンストレーション
　賢島港入り口から遊覧船エスペランサのりばへ移動の際、グリーンスローモビリティ（※）に試乗
いただくなど、各国大臣等にデモンストレーションを体験していただきました。

※グリーンスローモビリティ
　時速 20km 未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスです。環境への負荷が少ないだけ
でなく、低速走行のため安全性が高く、小さなお子様から高齢者の方まで、世代・年代を問わず楽しむことができます。
　一般社団法人明和観光商社は、これを「牛車（もうぐる）」と名付け、三重県明和町内の自然豊かな景観や国指定史
跡斎宮跡を繋ぐ、新たな周遊観光のひとつの形としての運行を計画しています。
　会合のデモンストレーションの際には、明和町のマスコットキャラクター「めい姫」も政府団の皆様をお迎えしました。
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水素燃料電池バス（トヨタ自動車株式会社）
遊覧船エスペランサのりばから賢島宝生苑へ移動

人型鉄道重機ロボット（西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本））〔会場　賢島宝生苑〕

次世代型電動車椅子「WHILL」（WHILL株式会社）に乗車して
生体認証システム（日本電気株式会社（NEC））のゲートを通過する様子〔会場　賢島宝生苑〕
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斉藤国土交通大臣、豊田国土交通副大臣、一見会長、橋爪会長代理が各国大臣等をお出迎えしました

（４）国・地元共催歓迎レセプション
■日程・会場・参加者
　 日　程 　2023（令和５）年６月 16 日（金）　20：15 ～ 22：00
　 会　場 　賢島宝生苑　「華陽の間」
　 形　式 　立食
　 参加人数 　約 100 人
　 参 加 者   Ｇ７各国代表・随行者、ＥＵ代表・随行者、官民セッション参加者、
　　　　　　 　斉藤国土交通大臣、豊田国土交通副大臣ほか国土交通省関係者、
　　　　　　 　三重県知事、志摩市長、三重県選出国会議員、

三重県議会議長ほか推進協議会関係者

■プログラム
　１．開会
　２．斉藤鉄夫国土交通大臣あいさつ
　３．推進協議会会長（三重県知事）一見勝之あいさつ
　４．鏡開き・乾杯（鏡開き：中森博文三重県議会議長　乾杯：豊田俊郎国土交通副大臣）
　５．歓迎演奏（県立白子高等学校）
　６．安乗の人形芝居（志摩市立東海中学校　郷土芸能クラブ）
　７．忍術実演（伊賀忍者特殊軍団　阿修羅）
　８．推進協議会会長代理（志摩市長）橋爪政吉あいさつ
　９．閉会

お出迎え
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斉藤国土交通大臣 一見会長（三重県知事）

■中森三重県議会議長による鏡開き発声 ■豊田国土交通副大臣による乾杯

主催者代表あいさつ

鏡開き
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一見会長と橋爪会長代理から、お見送りの際、各国大臣等に記念品をお渡ししました

橋爪会長代理（志摩市長）

・歓迎演奏（県立白子高等学校）
・安乗の人形芝居
　（志摩市立東海中学校　郷土芸能クラブ）
・忍術実演（伊賀忍者特殊軍団　阿修羅）

お見送り

主催者代表あいさつ

アトラクション

第
2
章

Ⅰ　
会
合
日
程

18



2 2023（令和５）年６月 17 日（土）
（１）オープニングセッション

会 場 　

　志摩観光ホテル　
　ザ クラブ　「光壁」
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官民セッション出席者とウクライナ復興担当副首相兼地方自治体・国土・インフラ発展相

（２）フォトセッション
会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラブ　「庭園」
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（３）官民セッション
会 場 　

　志摩観光ホテル

　ザ クラシック　「真珠の間」
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（４）セッション１

会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラシック　「真珠の間」
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（５）ウクライナに関する特別セッション

会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラシック　「真珠の間」
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近鉄賢島駅

特急「ひのとり」（写真左）
観光特急「しまかぜ」（写真右）

観光特急「しまかぜ」車内

（６）エクスカーション
① 近鉄観光特急「しまかぜ」
　近鉄賢島駅から近鉄宇治山田駅まで移動する際に、観光特急「しまかぜ」にご乗車いただきました。
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電気バス車内

電気バス外観

©Pokémon.�©Nintendo/Creatures�Inc./GAME�FREAK�inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

② 電気バス（三重交通株式会社）
　近鉄宇治山田駅から伊勢神宮内宮前まで移動する際に、車体の外装と内装に、みえ応援ポケモン

「ミジュマル」を始めとしたポケモンたちがデザインされた電気バスにご乗車いただきました。
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宇治橋前で記念撮影

鈴木伊勢市長のお出迎え

伊勢神宮「内宮」訪問

③ 伊勢神宮「内宮」
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真珠博物館

中村鳥羽市長（写真左から２番目）、
松田ミキモト真珠島社長（写真左から１番目）のお出迎え

御木本幸吉像

パールプラザ真珠について説明

④ ミキモト真珠島
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志摩観光ホテル　樋口宏江総料理長 歓迎演奏

各国大臣等の記念サイン

（７）国土交通大臣主催晩餐会
会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラブ　「リアン」
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3 2023（令和５）年６月 18 日（日）
（１）セッション２

会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラシック　「真珠の間」
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（２）議長国記者会見
会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラシック　「真珠の間」
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記念撮影

質問するこども記者 質問に答える斉藤国土交通大臣

記者からの質問に答えるこども記者

（３）こども記者会見
会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラシック　「真珠の間」

　議長国記者会見終了後、こども記者会見が行われました。こども記者は、志摩市立神明小学校
6 年生の代表３人で、クラス全員で考えた内容を斉藤国土交通大臣に質問しました。
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日英バイ会談

日 EUバイ会談

日米バイ会談

■ 2023（令和５）年６月 16 日（金）

会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラブ　「藤の間」

Ⅱ 開催の記録

1 バイ（二国間）会談
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日伊バイ会談

日ウクライナバイ会談

■ 2023（令和５）年６月 18 日（日） 第
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（１）国主催展示ブース
会 場 　志摩観光ホテル　ザ クラシック　宴会棟　B2F　ロビー

2 展示
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一見知事による展示ブースの案内

EV EV

食・伝統工芸

魅

力

発

信

産

業

展示ブースレイアウト

■国主催展示ブース出展者一覧
企業・団体名 出展名称

公益財団法人　日本財団 日本財団無人運航船プロジェクト
MEGURI2040

川崎重工業株式会社 液化水素サプライチェーン
「つくる」、「はこぶ」、「ためる」、「つかう」

ツネイシクラフト＆ファシリティーズ株式会社
ジャパンハイドロ株式会社 水素エンジン搭載旅客船 .Hydro BINGO.

一般社団法人　港湾荷役システム協会
先端物流戦略研究所

AI コンテナターミナル施策、カーボンニュートラル
ポート施策及び技術事例

東海旅客鉄道株式会社（JR 東海） 超電導リニア

中日本高速道路株式会社 気候変動を踏まえた道路インフラ技術

ダイナミックマッププラットフォーム株式会社 高精度三次元地図（HD MAP）

株式会社ＡＣＳＬ PF2-CAT3 型、SOTEN（ドローン）

トヨタファイナンシャルサービス株式会社 MaaS アプリ「my route」
世界経済フォーラム
第四次産業革命日本センター

広島県庄原市における持続可能なモビリティの実現を
通じた地域活性化に関する活動

独立行政法人　国際観光振興機構 日本政府観光局

内閣官房　国際博覧会推進本部事務局 2025 年日本国際博覧会

株式会社エイトノット 小型船舶向け自律航行プラットフォーム
「エイトノット　AI CAPTAIN」

（２）三重県展示ブース
　三重県の歴史、自然、文化、食、産業等の
魅力を国内外に発信し、観光誘客や地域の活性化
に繋げるため、会場内に展示ブースを設置しま
した。
　18 日（日）のセッション終了後には、一見
知事の案内で、各国大臣等をはじめとする代表団
の皆様に展示ブースをご覧いただき、三重の魅力
を発信しました。

日 程  2023（令和５）年
　　　　 ６月 17 日（土）・18 日（日）

会 場  志摩観光ホテル
ザ クラシック　宴会棟　１Ｆ　ロビー

概 要  食・伝統工芸、産業、魅力発信の３つ
のエリアに分けて三重の魅力を展示
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伊勢茶の飲み比べ

県産食材の試食

三重の日本酒 26銘柄を展示

伝統工芸品の展示

伊賀くみひもの実演 伊勢形紙の実演

■伊勢茶の試飲
　伊勢茶を代表する２茶種、「かぶせ茶」と「深蒸し煎茶」を水出し冷茶で提供し、飲み比べて
いただきました。

■日本酒の展示・試飲
　歓迎レセプションでも振る舞われた、三重の日本酒 26 銘柄（51 ページ）の展示、試飲を
行いました。

■一次産品の展示・試食
　三重県を代表する一次産品（松阪牛、伊勢えび、牡蠣、鮑、青さのり、伊勢茶、米、甘夏、
尾鷲ヒノキ）のパネルや実物展示のほか、県産食材を使用した食品の展示、試食を行いました。

■伝統工芸の展示・実演
　国指定伝統的工芸品の伊賀くみひも、四日市萬古焼、伊賀焼、伊勢形紙と、三重県指定伝統
工芸品の伊勢木綿を展示しました。また、17 日（土）には伊賀くみひもの実演、18 日（日）には
伊勢形紙の実演を行いました。

食・伝統工芸
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■試食提供品（県産食材使用）

■一次産品展示品

商品名 使用県産食材 事業者名 事業者所在地
伊勢らしく伊勢ラスク ギフト BOX

（あおさラスク） あおさ パティスリー・
ラ・リシュテール 伊　勢　市

牡蠣の和風アヒージョ 牡蠣 RevitaFish
（マルサ商店） 鳥　羽　市

焼むすび（せんべい） 結びの神（米） 有限会社 美鹿山荘 桑　名　市

パウチゼリーなるみ（みかんゼリー） 温州みかん 株式会社 夢工房くまの 熊　野　市

松阪牛しぐれ煮 松阪牛 株式会社 まるよし 松　阪　市

品目名 事業者名 事業者所在地

米 全国農業協同組合連合会　三重県本部
米穀部パールライスセンター 津　　市

甘夏 平山農園株式会社 尾　鷲　市

■伝統工芸の展示

品目名 商品名 展示協力 協力者所在地

伊賀くみひも

帯〆（高台　高麗八十四玉　鹿子模様） 三代目廣澤德三郎
伝統工芸士　廣澤　浩一 伊　賀　市

帯〆（丸台　三十二玉　御岳組） 伝統工芸士　松島　俊策 伊　賀　市
羽織ひも（四津組　中尺）

三重県組紐協同組合 伊　賀　市
くみひもネクタイ
くみひもシューレース 糸伍株式会社 伊　賀　市
伊賀くみひもアップルウォッチバンド

松島組紐店 伊　賀　市
伊賀くみひも時計バンド

四日市萬古焼

ティーポット（憩　ポット）

萬古陶磁器振興協同組合連合会 四日市市

急須　碗（ひとしずく　しろ）
湯呑（醉月組湯呑　金鶴）
土鍋（菊花ごはん釜　ルリ釉）
土鍋（飴釉　８号）
ソースパン

伊賀焼

伊賀花器 谷本　貴　（三田窯）
伊賀焼振興協同組合 伊　賀　市

皿（ビードロ釉印花文平皿）

森里　博信（香山窯）
伊賀焼振興協同組合 伊　賀　市

皿（ビードロ釉花形豆皿）
皿（ビードロ釉菊型豆皿）
皿（ビードロ釉菊型皿）

伊賀鎬徳利　ぐい呑み 新　学（三軒窯）
伊賀焼振興協同組合 伊　賀　市

伊勢形紙

伊勢型紙ＬＥＤ行灯 兼子　吉生 鈴　鹿　市
伊勢型紙扇子

伊勢形紙協同組合 鈴　鹿　市額（三重の四彩）
財布（伊勢型印伝　三重の四彩　束入）

伊勢木綿 伊勢木綿 臼井織布株式会社 津　　市
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　自動車産業と半導体産業の企業展示を行い、三重県が世界に誇る
ものづくり産業を PR しました。

■自動車産業
　出展企業：本田技研工業株式会社

■半導体産業
　出展企業： キオクシア株式会社、ユナイテッド・セミコンダクター・ジャパン株式会社、
　　　　　　ウエスタンデジタル合同会社

産　業
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©Pokémon.�©Nintendo/Creatures�Inc./GAME�FREAK�inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

　三重県の特色ある観光資源の魅力を発信するため、伊勢志摩ブースでは地元の現役海女の方
に、また、東紀州ブースでは世界遺産熊野古道の語り部の方から皆様へ自然や歴史・文化を
伝えていただきました。
　18 日（日）には、みえ応援ポケモン「ミジュマル」が登場し、会場を盛り上げました。

魅力発信
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制作者：三重県真珠振興協議会（伊勢市） 事業者：セーラー万年筆株式会社（広島県呉市）

●制作者：三重県真珠振興協議会（伊勢市）
● 三重県産あこや真珠（８㎜珠）を使用した

オリジナルデザイン
●台座 18 金イエローゴールド
　（キャッチ：真鍮製、金メッキ）

●制作者：醉月陶苑（四日市市）
　盃　：清水 潤 氏
　酒注：清水 潮 氏
● 三重県の国指定伝統的工芸品である四日市

萬古焼の若手伝統工芸士の作品
●伊賀くみひも、松阪木綿で包装

（１）記念品

① 国からＧ７各国代表への記念品
■万年筆■真珠のラペルピン

② 三重県からＧ７各国代表への記念品

■真珠のラペルピン ■四日市萬古焼の酒器

　Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合推進協議会　会長　一見勝之（三重県知事）からＧ７各国代表
へ記念品を贈呈しました。

斉藤国土交通大臣からＧ７各国代表へ贈呈した記念品

Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合推進協議会からＧ７各国代表へ贈呈した記念品

3 会合関係者へのおもてなし

第
2
章

Ⅱ　
開
催
の
記
録

40



●作　純米大吟醸　なぐわし　鈴鹿　神の穂 2021（清水清三郎商店株式会社／鈴鹿市）
●半蔵　純米大吟醸　神の穂（株式会社大田酒造／伊賀市）
●日本酒を納める木箱の制作：県立伊勢工業高等学校
　三重県産ヒノキを使用。蓋に協議会の共通デザインを刻印し、各国国旗を印刷。

●制作者：有限会社　小堀木工所（志摩市）
（小堀 明宏 氏・小堀 幸成 氏）

 日本の伝統木工技術である組子細工入りの文箱。
組子のデザインは、円満、調和、ご縁などの願いが
込められた、円形が永遠に連鎖し繋がる「七宝柄」で、
縁起が良いとされています。

●事業者：大豐和紙工業株式会社（伊勢市）
伊勢志摩の特産品である「あおさのり」
を漉

す
き込んだ伊勢和紙

●出版：海女文化国際発信事業実行委員会
 英語訳付きの海女文化の歴史がわかる
写真集

■三重の日本酒セット

③ 志摩市からＧ７各国代表への記念品
　Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合推進協議会　会長代理　橋爪政吉（志摩市長）からＧ７各国
代表へ記念品を贈呈しました。

■文箱（組子入り）

■伊勢和紙（伊勢志摩産あおさ入り） ■写真集「志摩半島の海女」

第
2
章

Ⅱ　
開
催
の
記
録

41



一見知事から記念品を贈呈 クブラコフ副首相から絵皿の贈呈

展示ブースをご案内 橋爪志摩市長から記念品を贈呈

（２）ウクライナへの記念品
　会合に参加していたウクライナのオレクサンドル・クブラコフ復興担当副首相兼地方自治体・
国土・インフラ発展相に、三重県の展示ブースをご覧いただきました。
　その後、一見知事及び橋爪志摩市長からクブラコフ副首相へ記念品を贈呈しました。また、クブ
ラコフ副首相からは、一見知事に絵皿が贈呈されました。第
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コングレスバッグの内容

（３）コングレスバッグ
　Ｇ７三重・伊勢交通大臣会合推進協議会がコングレスバッグを作成し、Ｇ７各国及びＥＵの政府
団随行員及び報道関係者に配布しました。

■内容物

国土交通省
地図 伊勢志摩（発行：国土地理院 / 日英併記）

パンフレット Among Japan’s Finest Rice（発行：復興庁 / 英語表記）

Ｇ７三重・
伊勢志摩
交通大臣
会合推進
協議会

バッグ フェアトレードコットンフラットトート「Ｇ７オリジナルデザイン」

パンフレット
Welcome to Mie　The Sun’s Domain（発行：三重県 / 英語表記）
安乗の人形芝居

（発行：Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合推進協議会／日英併記　協力：安乗人形芝居保存会／志摩市）

記念品

ひとしずく（萬古焼 急須）「Ｇ７オリジナルデザイン」（有限会社藤総製陶所／四日市市）
真珠ストラップ「Ｇ７オリジナルデザイン」（立神真珠養殖漁業協同組合／志摩市）
市木木綿カードケース（向井ふとん店／熊野市）
三重県産天然ヒノキ香る除菌スプレー「Ｇ７オリジナルデザイン」（辻製油株式会社／松阪市）

協賛品

ベビースターラーメン「チキン味」（株式会社おやつカンパニー／津市）
おにぎりせんべい（株式会社 マスヤ／伊勢市）
本醸造　特選　伊勢醤油（ヤマモリ株式会社／桑名市）
ちょっと贅沢な珈琲店　BLACK  IN  BOX（ＡＧＦ鈴鹿株式会社／鈴鹿市）
スポーツようかん　あずき（井村屋株式会社／津市）
伊勢茶ティーバッグ（全国農業協同組合連合会 三重県本部／津市）
あおさのり（三重県漁業協同組合連合会／津市）

ノベルティ
紙製クリアファイル（共通デザイン）
消せるボールペン（共通デザイン）
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Photo: Ago Bay (Shima City) M i e  P r e f e c t u r e
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W e l c o m e  t o  M i e

T h e  S u n ' s  D o m a i n

Tourist Attractions

Matsusaka beef, described as a work of 
meat “art,” is the highest-quality, most 
popular beef in Japan.A popular way to 
enjoy the beef in Matsusaka City itself is 
sukiyaki, prepared in front of you over a 
charcoal fire by an attendant in a private 
room.
There is also a culture of enjoying yakini-
ku downtown, with chicken yakiniku pop-
ular as well.

Chun anse i
Tsu City 

Matsusaka City 
Meiwa Town 
Taki Town 
Odai Town 
Taiki Town

Matsusaka cotton, with its beautiful, navy blue vertical stripes.

"Yakiniku culture in downtown Matsusaka"
Chicken yakiniku is a favorite of locals.

Savor the difference in flavor between younger and
older chickens, and the various different parts.

"Misugi Inaka Tourism"
Experience all of rural life in

Misugi Town - a mountainous area of Tsu City.

"Matsusaka, town of wealthy merchants"
Take a tour around the residences of wealthy merchants

such as the former Hasegawa Jirobei familyand the former Ozu Seizaemon family.

"Osugi Valley"
One of the “Three Major Valleys of Japan.

” Referred to as an “unexplored area”
of the Kinki region, and popular with hikers.

Saio Festival in 2022 Top: Gikakushi paper in a variety of colors
Bottom: Traverse the Kushida River

in a canoe dug out of a log

Top: People even come from outside of the prefecture
to fish at Miya River

Bottom: Tableware made by a craftsman using
wood from Mie Prefecture

Senjuji Temple
 (Head temple of the Shinshu Takada school)

Matsusaka Beef

The prefectural capital of Tsu City and Matsusaka City thrived as castle towns, with the Sangu Kaido Road full of 
worshippers on their way to the Ise Jingu.Where there are people, there is information, and the merchants of Matsusaka 
City and Tsu City, who were one of the first to learn about the demand for cotton kimonos in Edo (now Tokyo), found 
success and wealth as cotton merchants.
Senjuji Temple, located in Tsu City, is the head temple of the Takada school of Shinshu Buddhisim, and is known as 
Takada Honzan. The Nyoraido and Mieido are designated national treasures.
Meiwa Town is home to the ruins of the Saiku, which housed the Saio - an unmarried princess of the imperial family who 
served Amaterasu Omikami at the Ise Jingu.Gikakushi paper, which imitates animal skins using paper, originated here - 
due to the slaughtering of animals not being permitted under Saio. Recently, however, this paper has garnered attention 
even from overseas for its significance towards the SDGs.To the west are mountains, with their forestry and traditional, 
rural ways of life.Miya River and Kushida River - designated the clearest rivers in Japan - boast stunning scenery, with 
visitors coming to canoe, SUP, go mountain stream fishing, and more.

Sukiyaki (Matsusaka City)
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Tourist Attractions

Ise Jingu has a history of about 2,000 
years and is known as the homeland of 
the heart of the Japanese people. Many 
people from Japan and abroad come to 
worship at Kotaijingu (Naiku), which 
enshrines Amaterasu Omikami, revered 
a s  t h e  g u a r d i a n  o f  J a p a n ,  a n d  a t  
Toyo'uke-daijingu, which enshrines 
Toyo'uke-no-Omikami, the guardian deity 
of clothing, food, shelter, and industry.

I s e -Sh im a
Ise City 

Tamaki Town 
Watarai Town 

Toba City 
Shima City 

Minamiise Town

Reiko Nomura, a former ama diver in her 90s. 
Her Iso towel (head towel worn by ama) has the “Seman” mark on it.

"Okage Yokocho"
A gift shop and restaurant district located in front

of the Inner Shrine of the Ise Jingu, that gives
you a glimpse into life during the Edo and Meiji Periods.

"A tree growing in the middle
of the approach to the shrine"

You can feel the Japanese spirit of valuing harmony 
with nature over human subjectivity.

"Wedded Rocks"
One of Ise-Shima’s most famous tourist

attractions - rocks in Futamigaura that appear
almost like a married couple.

"Fishing Experience"
Go on a fishing boat with

some fishermen to try
fishing and more.

Japanese spiny lobster with sauce américaine Top: Abalone steak
Bottom: Ama Huts

Top: MIKIMOTO pearls
Bottom: Dried bonito flake ibushigoya 

(smokehouse)

The scenic ria coastline of the Ago Bay.

Ise Jingu

At Ise Jingu, as many as 1,500 religious events are held annually, and the most important one is the Kanname-sai Festival in 
October, where people contribute the first rice crop of the year to the deities and give thanks for the blessing of nature. 
The Shima region is also known as Miketsukuni, where seafood was presented to the Imperial family and court from ancient 
times to the Heian period (~1192). Located at the mouth of Isewan, Japan's largest bay, the region’ s forest's nutrient-rich 
water flows into the water, fostering the growth of seaweed and abundant plankton that feeds small fish. The region is famous 
nationwide as a production area for Japanese spiny lobsters that lives on the reefs of the ria coast and abalone that feeds on 
seaweed. The number of Ama (women divers), who have a history of more than 2,000 years of catching abalones and seaweed by 
free-diving, is the largest in Japan. They have a somewhat mystical aura to them as they wear Doman Seman, a sign to ward 
off evil, and perform rituals to pray for safety by placing ash on their foreheads.This was also where Kokichi Mikimoto 
became the first in the world to succeed in pearl farming. The practice still thrives in the region today, with people all over the 
world drawn to the area’ s pearls. With Ise-Shima National Park established as Japan's first post-war national park, the region 
evolved into a resort area, full of tourists. The area - with its treasure trove of ingredients - is visited by many people who 
come seeking the region's beautiful nature and delicious food.

Naiku Pilgrimage Path

@Jingu Administration Office
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Tourist Attractions

Since ancient times, there were beliefs 
that held sacred the vastness of nature - 
from massive boulders to mountains to 
oceans - beyond the scope of human 
knowledge.
The deep-seated awe and reverence that 
the Japanese people have for nature 
remains strong in the Kii Peninsula, 
which exists alongside deep mountains 
and the ocean with its Kuroshio Current.

Higash i -Ki shu
Kihoku Town 

Owase City 

Kumano City 

Mihama Town 

Kiho Town

The atmospheric scenery of the Kumano Kodo Iseji Route,
with a stone-paved path stretching through the forest

"Onigajo"
Natural rock formation that serves as a symbol of the ria coastline,

which is a registered World Heritage Site

"Hananoiwaya Shrine"
The mausoleum of Izanami no Mikoto, the mother of the gods.

The shintai (object of worship) of the shrine is an enormous
iwakura (dwelling place of a deity), with a height of 45 meters.

"Trolley train"
This small train, which connects

the hot springs to the hotels,
was used in the past as a commuter train for miners

"Tategasaki Sightseeing Boat Tour"
Take a tour around the Tategasaki rock formation
towering over the Kumano Sea, and a tour of spots

known as the “Blue Cave of Japan.”

The narrow alleys of the small fishing villages are very photogenic Top: Sashimi of a rare type of shrimp with
a brown shell (gasu shrimp), which is consumed locally 
Bottom: Kumano jidori chicken, a certified Mie brand

Top: Bento box made using the Owase wappa technique 
Bottom: Various citrus fruits

The scenery of the ria coastline, with the dynamic look of the ocean and mountains

Primitive Nature Beliefs

The Kumano Kodo Pilgrimage Routes, which lead to the three grand shrines of Kumano, is a registered World Heritage 
Site, with Mie Prefecture being home to the Kumano Kodo Iseji Route.Since the Edo Period, it has been popular for 
people to head to the three grand shrines of Kumano via the Iseji Route after worshipping at the Ise Jingu.Much like the 
Santiago de Compostela in Spain, the Kumano Kodo Pilgrimage Routes are a walkable World Heritage Site, and are 
much visited by tourists both from Japan and overseas.The traditional scenery of Japan’ s coastline remains in the small 
fishing villages scattered along the surrounding ria coastline, with traditional Japanese homes crammed together on small 
pockets of land sandwiched between the mountains and the ocean.The fishing industry thrives in this region, with many 
types of fish caught and rare fish eaten.The Higashi-Kishu region is also home to a forestry industry centered around 
Japanese cypress, as well as a processing industry that includes the popular traditional technique of Owase wappa (a form 
of traditional Japanese bentwood craft).The region also produces citrus fruits cultivated under the warm winds brought 
about by the Kuroshio Current - one of the world’ s largest ocean currents - and the area’ s brilliant sunshine.Kumano 
jidori chicken, a brand of free-roam chicken raised on these citrus fruits, is known for its elastic texture, and the richness 
and flavor distinct to jidori chicken.

Akakura Shrine (Kumano City)
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Photo: Miya River (Odai Town)

Until Japan’ s modernization in the late 19th 
century, there were 68 provinces that existed 
in the country for approximately 1,000 
years.Each of these provinces had their own 
distinct culture and history, with Mie Prefecture 
rare in that it was home to four provinces (Ise 
Province, Iga Province, Shima Province, and 
Kii Province).Their unique cultures are still alive 
and well in the prefecture.
Mie Prefecture, which is long vertically, is 
characterized by mountains in the west, Ise 
Bay and the Kumano Sea in the east, and the 
Kii Mountain Range and the ria coastline in the 
south.In the ocean - the mother of all life - tidal 
water evaporated by the sun turns into clouds, 
which falls as rain on mountains, becoming 
nutrient-containing water that flows into fields 
and back into the ocean.This process is what 
allows for the cultivation of crops and animal 
products, and what sustains the food chain in 
the ocean, as well as its myriad seafood 
products.The bountiful water brought about by 
the topography and abundant nature of Mie 
Prefecture, cultivates a rich array of life that 
has earned the prefecture the nickname, the 
“Land of Beauty.”
Ise Province was a major tourist destination in 
Japan from the mid-Edo Period to the Meiji 
Period (1651-1912), when pilgrimages to the 
Ise Jingu from all throughout Japan became 
very popular, and is still a major tourist 
dest inat ion even now, with the region 
sometimes getting upwards of 10 million 
tourists a year.
The island country of Japan, covered in large 
part by mountains and surrounded by ocean. 
The Japanese spirit, which emphasizes a 
sense of awe and reverence for nature.
Mie Prefecture, with its abundance of food and 
nature, and its deeply-rooted beliefs, is like a 
microcosm of the beautiful country of Japan. 

Mie Prefecture is a land of abundant nature and mythology.

Major Events Scheduled in Mie Prefecture and the Surrounding Prefectures

20242023 2025 2033 2037

May 2023   G7 Hiroshima Summit

June 2023   G7 Ise-Shima Mie Transport Ministers’ Meeting From 2025   Shikinen Sengu rituals/ceremonies(Tentative)

2024 2025 Scheduled for 2033 2037 at the earliest(Tentative)

Construction for the Chuo 
S h i n k a n s e n  h a s  b e g u n  
between Tokyo and Nagoya, 
with service to be extended 
to Osaka in 2037 at the earli-
est.
This Shinkansen will signifi-
cantly reduce the amount of 
t i m e  i t  t a k e s  t o  t r a v e l  
between cities and regions, 
making travel more conve-
nient and various areas of 
Japan more accessible.
A new station for the Shink-
ansen is slated to be built in 
Kameyama City in Mie Pre-
fecture.

Kumano Kodo Iseji Route
20th Anniversary of 

Registration as World 
Heritage Site

Expo 2025 Osaka, 
Kansai, Japan

Ise Jingu
Shikinen Sengu

Chuo Shinkansen
Fully Operational

@Jingu Administration Office

©Expo 2025

©2020 Central Japan Railway Company

Held once every 20 years, 
the "Shikinen Sengu" of Ise 
Jingu is the largest festival of 
the shrine in which every-
thing from the shrine pavil-
ions to the sacred apparel, 
furnishings, and divine trea-
sures  are renewed, and the 
great deity is transferred to 
the new shrine. The tradition 
began  in  690  AD in  the  
Asuka period, and has con-
tinued for more than 1,300 
years in roughly the same 
format. Through this festival, 
Japan’ s old architectural 
style and the skills of master 
craftsmen and artisans are 
handed down to new genera-
t ions along with eternal  
prayers.

The Sacred Sites and Pilgrim-
age Routes in the Kii Mountain 
Range, which goes through the 
th ree  prefec tures  of  Mie  
Prefectures, Nara Prefecture, 
and Wakayama Prefecture, 
was registered as a World Her-
itage Site in 2004, making 
2024 the 20th anniversary of 
its registration.
The Kumano Kodo Iseji Route 
is a pilgrimage route that 
stretches south from the east-
ern portion of the Kii Peninsu-
la, connecting the Ise Jingu to 
the three grand shrines of 
Kumano, and referred to in the 
proverb, “Seven times to Ise, 
three times to Kumano.”
There is a mystical atmosphere 
to the forest that surrounds the 
ancient road, that makes it feel 
as if it is inhabited by gods.

An exciting expo in Osaka 
that invites you to experience 
future society under  the 
theme, “Designing Future 
Society for Our Lives.”
At the expo, we will present 
the history, culture, and tour-
ist attractions of the prefec-
ture through elaborate visual 
and sound productions and 
distinctly “Mie” experiences, 
under the theme, “The origin 
of the Japanese spirit :  A 
story that transcends time 
and connects to the land of 
beauty Mie Prefecture.” The 
goal is to promote the appeal 
of Mie Prefecture both in 
Japan and overseas.

These were produced for use in posters, educational materials, etc., to promote the G7 Ise-Shima Mie 
Transport Ministers’ Meeting.

Designer
Mie Prefectural Iino High School 
Riho Fujiwara, Department of Applied Design (Third-Year)

 (From Designer)
The background is meant to represent the ocean in Shima. 
I used gradation to make it look as much like the Shima ocean as possible.
The text is white, meant to symbolize pearls - a Shima City specialty product.
I made it so the contrast between blue and white would make it easier to read.
It’d be great if people could see this and really feel the beauty of the Shima ocean.
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Tourist Attractions

The Iga-ryu Ninja Museum in Iga City, 
the home of the ninja, attracts many tour-
ists from Japan and abroad, who enjoy the 
ninja demonstrations and other activities 
in the Karakuri Ninja House.
The museum allows visitors to deepen 
their knowledge on the true nature of 
ninjas, that are not as discussed in media 
like movies or anime.

Iga

Iga City 

Nabari City

Iga ware, a nationally designated traditional craft product

"Iga Ueno Castle"
The castle keep towers atop a stone wall

approximately 30 meters high.

"Iga-ryu Ninja Museum"
Get a glimpse into what ninja were actually like
by learning about ninja tactics, the preparation of

gunpowder, and more.

"Ceramic workshop"
Experience a ceramic workshop

in the birthplace of Iga wares

"Grape picking"
Grape picking and strawberry picking are

popular activities in Nabari City,
which is known for its grape production

Sake made in a brewery in the Iga region and offered at the G7 Ise-Shima Summit Top: Iga tenderloin grilled with butter
Bottom: Iga kumihimo braided cord, a nationally

designated traditional craft product

Top: Danjiri (festival floats) at the Ueno Tenjin Festival 
Bottom: Wagashi confectioner making jonamagashi

Akame 48 Waterfalls

Ninja

Approximately four million years ago, the Iga region - now located in a basin surrounded by mountains on all sides - 
comprised the bottom of Lake Biwa. The coarse soil that can be found there as a result are suited for pottery, and create 
the rugged, strong texture unique to Iga wares.Sake brewing and rice making have also thrived in the region due to the 
local landscape and climate - the abundant water flowing from the mountains, the clay soil, and temperature differences - 
with 10 sake breweries in the region today.The region is also known for its production of Iga beef, which in urban areas 
is referred to as a “phantom” wagyu beef due to its rarity. To get this meat, butchers must practice a distinct purchasing 
style in which they go to the cattle sheds themselves and purchase individual cows.Most of this is consumed 
locally.Foodies will delight in the refined flavor distinct to Wagyu beef - the mellow aroma and rich flavor, the tender 
texture, and the balance between lean meat and fat.A castle town that managed to avoid wartime destruction, Iga City 
retains the elegant townscape of yesteryear, and is also home to many wagashi (Japanese confectionery) stores.The 
jonamagashi (intricately designed fresh confectioneries), which confectioners finish with a small spatula, convey the feel 
of the four seasons.The Akama 48 Waterfalls, located in Nabari City, features 23 waterfalls in an area where shugenja 
(monks practicing asceticism) once trained.

Ninja performance (Iga City)
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Tourist Attractions

In recent years, matcha green tea has been 
growing more and more popular across the 
world.Matcha green tea produced in Mie 
Prefecture is also being exported overseas, to be 
used in cafes and more. “Ise tea,” the generic 
name for tea produced in Mie Prefecture, is the 
third most-produced tea in Japan.In particular, 
Mie Prefecture boasts the top domestic market 
share for kabuse tea - produced in the prefec-
ture in the Hokusei region.

Hokuse i
Inabe City

Kuwana City 
Toin Town 

Komono Town 
Kisosaki Town
Asahi Town 

Kawagoe Town 
Yokkaichi City 

Suzuka City 
Kameyama City

Yokkaichi banko ware

"Sekijuku (Tokaido)"
A tourist destination that retains

the traditional townscape from when the town
prospered as a highway “post town.”

"Cafe in a traditional Japanese home
surrounded by tea plantations"

Enjoy some tea while gazing out over
the teaplantations of this kabuse tea production area.

"Yunoyama Hot Springs"
The most famous hot springs town in Mie Prefecture,
established 1,300 years ago and located at the base of

Mt. Gozaisho.

"Suzuka Circuit"
 Leisure facility that includes an international racing track that hosts the F1 Japanese Grand Prix and other events,

as well as an amusement park, hotels, and other facilities.

Hard-shell clam dishes served at a restaurant that boasts over 100 years of history Top: Sake from Suzuka City, renowned for its exquisite flavor 
Bottom: The Muramasa katana, part of the collection

at the Kuwana Shousha Shrine
Photo by: Kuwana Shousha Shrine (Kasuga Jinjya Shrine)

Top: Kumiko works, which convey
the beauty of traditional Japanese architecture 

Bottom: Suzukasumi ink, which passes down the traditions of
Japanese sumi ink while also offering color versions of the ink.

Ise katagami stencils, with their delicate patterns.

Ise Tea

The Hokusei region is even now home to many traditional industries.Yokkaichi banko wares, which are a nationally 
designated traditional craft product, comprise approximately 80% of the shipment value of donabe earthenware products 
produced in Japan, with over 100 companies manufacturing them.
The suzukasumi ink and Ise katagami stencils produced in Suzuka City are also nationally designated traditional craft 
products.Suzukasumi ink, which originated in the Enryaku Era (around 780), has been favored by many calligraphers for 
its elegance, depth, and boldness.Ise katagami stencils, which are thought to have come about in the late 1500s, are 
stencils that feature engravings as fine as 0.1 millimeters or less. The beautifully-patterned kimonos dyed using these 
stencils are adored people both in Japan and overseas.Another kind of craft that requires delicate craftmanship is kumiko, 
which were used as fittings in shrines, temples, and residences. The manner in which kumiko works utilize the light and 
shadow that characterize Japanese homes evokes a sense of wonder.Kuwana City was once a production area for katanas, 
with the Muramasa katana - famous amongst katana aficionados - located in the city even today.
The city is also famous for its hard-shell clams, which grow in tidal flats fed by the nutrient-rich waters of the Kiso Three 
Rivers, and the ZAKU brand of sake, which sees many orders even from overseas.

Tea plantation (Yokkaichi City)
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Visiting Ise was very popular from 
the Edo period to the Meiji period. 
Worshipers aim for "Ise Jingu", 
which enshrines the supreme tutelary 
deity of the Japanese people, and 
many tourists still visit.The spirit of 
hospitality still remains.  
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（４）パンフレット

■ Welcome to Mie　The Sun’s Domain（発行：三重県 / 英語表記）
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（５）コーヒーブレイク
　会合会場では、コーヒーブレイクにあわせて地元特産品の料飲を提供しました。

■コーヒーブレイクで提供された料飲

商品名 事業者名 事業者所在地

関の戸 有限会社 深川屋 亀　山　市

なばり饅頭 有限会社 賛急屋 名　張　市

平治煎餅 有限会社 平治煎餅本店 津　　市

シェル・レーヌ 株式会社ブランカ 鳥　羽　市

チーズケーキ 鳥羽国際ホテル 鳥　羽　市

猪名部ジンジャーエール 東員町観光振興会もっとあっぷとういん 東　員　町

伊勢志摩みかん完熟こつぶストレートジュース 農事組合法人 土実樹 南伊勢町

青蓮寺湖巨峰の100％葡萄ジュース 青蓮寺湖ぶどう組合 名　張　市

森の番人 有限会社 森と水を守る会 大　台　町

期　間 　2023（令和５）年
　　　　　 ６月 17 日（土）・18 日（日）

会　場 　志摩観光ホテル
ザ クラシック　「真珠の間」
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プレスセンター内

地元特産品料飲の提供

コングレスバッグ 県内各市町観光パンフレット

（６）プレスセンター
　報道関係者が集まるプレスセンターへ地元 PR ブースを設置し、地元特産品の料飲を提供すると
ともに、県内各市町の観光パンフレット及びコングレスバッグを配布しました。

期　間 　2023（令和５）年６月 16 日（金）～ 18 日（日）
会　場 　賢島宝生苑　「アイリス」

第
2
章

Ⅱ　
開
催
の
記
録

46



■プレスセンターで提供された料飲

商品名 事業者名 事業者所在地 協賛品

関の戸 有限会社 深川屋 亀　山　市

紀の宝マイヤーレモンケーキ～笑み結び～ パティスリーアフレイル 紀　宝　町

平治煎餅 有限会社 平治煎餅本店 津　　市

なんとこれはじゃがいもです。 農事組合法人 百姓工房 伊賀の大地 伊　賀　市

シェル・レーヌ 株式会社ブランカ 鳥　羽　市

お菓子工房 M（クッキーなどの焼き菓子） 社会福祉法人 まつさか福祉会 松　阪　市

ベビースターラーメン（チキン味） 株式会社おやつカンパニー 津　　市 ○

おにぎりせんべい 株式会社 マスヤ 伊　勢　市 ○

スポーツようかん　カカオ 井村屋株式会社 津　　市 ○

きねつき　さわ餅 有限会社 竹内餅店 志　摩　市 ○
（志摩市提供）

猪名部ジンジャーエール 東員町観光振興会もっとあっぷとういん 東　員　町

伊勢志摩みかん完熟こつぶストレートジュース 農事組合法人 土実樹 南伊勢町

青蓮寺湖巨峰の100％葡萄ジュース 青蓮寺湖ぶどう組合 名　張　市

銚子川の水 紀北町役場　商工観光課 紀　北　町

伊勢茶ペットボトル　ミジュマル Ver. 全国農業協同組合連合会 三重県本部 津　　市

ハレノヒトマトジュース 三交不動産株式会社 津　　市 ○
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県立四日市工業高等学校県立四日市中央工業高等学校

（１）国・地元共催歓迎レセプション
　16 日（金）に開催された国・地元共催レセプションでは、三重の食材や日本酒が提供されました。
また、地元の中学生・高校生による歓迎演奏や人形芝居の上演、ライブ料理の提供など、未来を担
う若い世代が大活躍する機会となりました。

　三重の日本酒で鏡開きを行いました。乾杯用の枡は、県立四日市中央工業
高等学校と県立四日市工業高等学校の生徒が尾鷲ヒノキで制作しました。

4 地元の関与・取組

鏡開き
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■県立白子高等学校による歓迎演奏

■志摩市立東海中学校　郷土芸能クラブによる「安乗の人形芝居」上演

■伊賀忍者特殊軍団　阿修羅による忍術実演

アトラクション
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握り寿司

だし巻き玉子明野高等学校の生徒が育てた「伊勢あかりのぽーく」を
使った豚の角煮とソーセージ

県立相可高等学校・県立明野高等学校による料理ブース
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　三重県酒造組合のご協力により、日本酒 26 銘柄を各蔵元からご提供いただきました。

■三重の日本酒（26 銘柄） ※順不同

商品名 事業者名 備　　考
1 颯　純米吟醸　神々の黄昏 合資会社後藤酒造場（桑名市）
2 神楽　特別純米酒 神楽酒造株式会社（四日市市）
3 鈿女スパークリング AWA 伊藤酒造株式会社（四日市市） サンセットクルーズ（乾杯酒）
4 純米大吟醸 田光 雄町 合名会社早川酒造（菰野町）
5 天遊琳　特別純米酒　瓶囲い 株式会社タカハシ酒造（四日市市）
6 三重の寒梅　元帥　大吟醸 丸彦酒造株式会社（四日市市）
7 宮の雪　大吟醸 株式会社宮﨑本店（四日市市）
8 作 MONAD 清水清三郎商店株式会社（鈴鹿市）
9 EM 自然農法米　秀峰 松島酒造株式会社（津市）
10 式 SHIKI RICH 河武醸造株式会社（多気町）
11 酒屋八兵衛　純米吟醸酒 元坂酒造株式会社（大台町） 歓迎レセプション（乾杯酒）
12 おかげさま　純米大吟醸 株式会社 伊勢萬（伊勢市） 歓迎レセプション（鏡開き）
13 福和蔵　純米酒 井村屋株式会社 福和蔵（多気町） 歓迎レセプション（鏡開き）
14 純米大吟醸　るみ子の酒 合名会社 森喜酒造場（伊賀市）
15 半蔵　純米大吟醸　磨き 40 株式会社大田酒造（伊賀市）
16 俳聖芭蕉　大吟醸 橋本酒造場（伊賀市）
17 瀧自慢　純米大吟醸 瀧自慢酒造株式会社（名張市）
18 純米大吟醸 義左衛門 三重山田錦 若戎酒造株式会社（伊賀市）
19 上げ馬　純米吟醸　山田錦 細川酒造株式会社（桑名市）
20 純米吟醸　伝 株式会社 小川本家（津市）
21 噴井　大吟醸 石川酒造株式会社（四日市市）
22 純米大吟醸　天慶 合資会社早川酒造部（川越町）
23 寒紅梅　純米吟醸　山田錦 50 寒紅梅酒造株式会社（津市）
24 特別純米酒　伊勢海老 中山酒造株式会社（松阪市）
25 古色蒼然　10 年余 新良酒造株式会社（松阪市）
26 純米吟醸　月の真珠 有限会社稲垣酒造場（朝日町）

日本茶インストラクターによる伊勢茶のふるまい

三重の日本酒コーナー
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県産食材をふんだんに使った料理「伊勢のバラ」と「桑名の千羽鶴」でテーブルを装飾

会場の様子
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■会場で提供された料理のメニュー
種別 メニュー（県産品食材／産地）

ライブ料理

松阪牛しゃぶしゃぶ（松阪牛／大紀町）
松阪牛鉄板焼き（松阪牛／大紀町）
天婦羅（車海老／鳥羽市、伊勢まだい／南伊勢町）
伊勢海老漁師汁（伊勢海老／志摩市）
お造り（伊勢海老・鮑／志摩市、細魚／鳥羽市、伊勢まだい・伊勢まぐろ・縞鯵／南伊勢町）

和前菜

白髪伊勢海老いくら和え（伊勢海老／志摩市）
鰻八幡巻
荒肌黄身焼き（荒肌／志摩市）
鴨ロース旨煮
青利烏賊わらび焼き（烏賊／鳥羽市）
鰆西京焼き（鰆／鳥羽市）
才巻海老、一寸豆、木の芽ゼリー寄せ（才巻海老／鳥羽市）
真珠貝柱松前漬け（真珠貝柱／鳥羽市）
蛤と豆苗の浸し（蛤／松阪市）
細魚と才巻手綱黄身寿司（細魚／鳥羽市）
穴子竜眼巻き
酢取り茗荷

洋前菜

プチトマトと青だつスイートマリネ（プチトマト／伊勢市）
帆立貝のテリーヌ
スモークトラウト
松阪牛ロースト（松阪牛／大紀町）
鳥羽産鰆のカルパッチョ（鰆／鳥羽市）

冷菜

渡り蟹二色砧巻き（渡り蟹／鳥羽市）
桧扇貝玉〆殻盛り（桧扇貝／志摩市）
鯛博多押し（鯛／南伊勢町）
とり貝と赤貝酢味噌レモン釜盛り（とり貝・赤貝／津市）
生野菜各種

焼き物

蒸し鮑とアスパラガスのバターソテー（鮑／鳥羽市） 
鮑グラタン（鮑／鳥羽市）
帆立と才巻アボカドチーズ焼き（才巻海老／鳥羽市）
ぶり照り焼き（ぶり／志摩市）
伊勢まだいと真珠貝柱香草焼き（伊勢まだい／南伊勢町）

煮物
伊勢海老の具足煮　伊勢芋含め煮　絹さや、楓麩、木の芽（伊勢海老／志摩市）
蛸柔らか煮と穴子博多煮　木の葉南瓜　花人参　青だつ（蛸／鳥羽市）

洋食
伊勢海老アメリカンソース（伊勢海老／志摩市）
松阪牛シチュー（松阪牛／大紀町）
サラダ（フリルレタス・プチトマト／伊勢市、スプラウト／四日市市）

スープ
トマトの冷製スープ（トマト／多気町）
うすい豆の冷製スープ
南瓜の冷製スープ

御飯

伊賀米コシヒカリ（伊賀米／伊賀市）
鯛御飯（鯛／南伊勢町）
鰻御飯
漬物（胡瓜ぬか漬け・人参・鉄砲漬け）

パン
ハードロール ミニクロワッサン 青さロール
バター イチゴジャム

デザート

嶺岡豆腐 みたらし団子 きねつきさわ餅（志摩市）
あおさ潮ようかん（志摩市） フルーツ（南張メロン／志摩市） カラントベリー
ベリーショコラ メルバ 苺レアチーズ
カラメルマロン
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伊勢志摩アンバサダー　尾崎ななみさん（写真左）による説明

（２）エクスカーション等

　遊覧船エスペランサでは、伊勢志摩アンバサダーの尾崎ななみさんから英虞湾や真珠養殖について
ご説明いただきました。また、船内特別室「イサベラ」では、三重のスパークリング日本酒や
おつまみを提供しました。

① 英
あ

虞
ご

湾
わん

サンセットクルーズ（遊覧船エスペランサ）
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■船内で提供されたスパークリング日本酒

■船内で提供されたおつまみ

商品名 事業者名 事業者所在地
鈿女スパークリング AWA 伊藤酒造株式会社 四日市市

作 インプレッション 純米大吟醸 清水清三郎商店株式会社 鈴　鹿　市
あんぷれゔゅスパークリング 澤佐酒造合名会社 名　張　市

商品名 事業者名 事業者所在地
志摩あおさ豚　燻製ロース生ハム 有限会社 肉の喜多家 志　摩　市

ハレノヒトマト【協賛品】 三交不動産株式会社 津　　市
燻製チーズ 宮川森林組合 大　台　町

真珠貝柱オリーブオイル漬け 株式会社山﨑 志　摩　市

カツオのハム 県立水産高等学校
株式会社 利八屋

志　摩　市
伊　勢　市

伊勢まだいの生ハム 株式会社ＴＡ西村 鳥　羽　市
カナッペ２種
　・真珠貝柱と青さのタルトレット
　・車海老のカナッペキャビア添え

株式会社近鉄・都ホテルズ
志摩観光ホテル 志　摩　市
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■船内での説明用パンフレット（英語版）　日本語を含む５カ国語版を作成

June 16-18, 2023
G7 Transport Ministers’ Meeting 

in Ise-Shima, Mie

An Introduction to Ago Bay

Sunset Cruise on the Esperanza

Ago Bay is known for its 
spectacular indented ria 
coastline due to its over 
60 islands of varying 
sizes, including 
Kashikojima, Tatokujima, 
and Yokoyamajima.

Sato-umi, a concept of 
positive human 
interaction with the 
coastal environment, is 
exhibited eloquently by 
the rafts of a bustling 
pearl farming industry.

The sunset at Ago Bay 
is truly an unforgettable 
sight to behold.

Sunset at Ago Bay ①

Sunset at Ago Bay ②

Pearl Farming Rafts Amidst the 
Islands of Ago Bay

3

Pearl Cultivation

The Birthplace of Pearl Farming

Mikimoto Pearl Island, known as the birthplace of pearl farming, is 
where Kokichi Mikimoto would labor painstakingly to become the first 
person in the world to successfully cultivate pearls.

6

Pearl farmers tending to pearl oysters 

Beautiful harvested pearls

Sunset Cruise on the Esperanza

Located between the 
Pacific Ocean and Ago Bay, 
this 20 km-wide peninsula 
is a hotspot for skipjack 
tuna and Ise spiny lobster 
fishing. Sakishima is also 
home to the beautiful Goza 
Shirahama beach with near 
transparent seawater and 
coasts blanketed in white 
sand.

Sakishima Peninsula

Cruise Route

Mikimoto Pearl Farms
Also visible from the ship, just up the base of one 
mountain in the region lies a group of Mikimoto-
owned facilities where pearl cultivation processes 
like nucleation are conducted.

The Esperanza makes its 
departure from Kashikojima, 
the largest island in Ago 
Bay with a circumference 
of 7km. With both of the 
resort hotels hosting the 
Ministers’ Meeting and 
today’s welcome reception, 
the island is also the heart 
of tourism in the region.

Kashikojima

1

Kashikojima

Sakishima Peninsula

Ago Bay

Three Types of Sparkling Sake from Mie

A Taste of Hospitality

A sparkling sake born from 
natural fermentation, quite 
reminiscent of champagne. 
This single-varietal sake is 
made with freshly harvested 
rice, rice malt, and water, and 
is fermented one final time in 
its bottle.

Produced by Ito Syuzo in Yokkaichi

The result of a decade of 
experimenting with ingredients 
and brewing processes, while 
striving to retain the umami of 
its rice. This sake has a 
refreshing acidity and a sweet, 
fruity flavor.

Produced by Sawasa Shuzo in Nabari

The very same Zaku brand 
was used for the Ise-Shima 
Summit toast. This refined, 
undiluted sake is lightly 
carbonated with a bright 
aroma and is fresh right out 
of the bottle.

Produced by Shimizu Seizaburo Shoten
in Suzuka

Uzume Sparkling Sake

Zaku Impression

Imprevue Sparkling Sake 4

Kashikojima Ohashi Bridge

The bridge extending into the entrance 
of Kashikojima in Ago Bay.

From June 9 to June 18, in celebration 
of the G7 Transport Ministers’ Meeting 
in Ise-Shima, Mie, the bridge was made 
to light up in 7 different colors.

Kashikojima Ohashi Bridge Light Display

Kashikojima Ohashi Bridge during the day

7

Lights alternate through a series of spectacular colors

【Gross tonnage】 About 166 tons 【Capacity】 ２５０ people

【Seats】 ５８ (1st floor) 64 (2nd floor) 【Length】 ２７．４ｍ

【Width】 ７．０ｍ 【Speed】 About 11 knots

【Main engine】 ６０５ horsepower 【First launched】 Oct. １９９５

（Source： Shima Marine Leisure Co., Ltd. homepage）

The Sightseeing Ship “Esperanza”

Ship Details

Sunset Cruise on the Esperanza

Meaning “hope” in 
Spanish, the 
Esperanza was 
modeled off of 3-mast 
Carrack ships used by 
Spain in the Age of 
Discovery.

Third floor open deck

Special “Isabella” room

Sightseeing tour

1st floor aft cabinStarboard side view 2nd floor aft cabin

2

Hors D’oeuvres from Mie

A Taste of Hospitality

Pearl Oyster Meat 
Pickled in Olive Oil
By Yamazakiya in Shima

A rare treat that uses 
the meat from akoya 
pearl oysters which 
are only harvested 
once a year.

Red sea bream fed a 
powder mix of locally 
sourced ingredients. 
Treated with local sea 
salt, the ham is smoked 

with organic peat.

Ise Sea Bream “Ham”
By TA Nishimura in Toba

Mini tomatoes cultivated 
in organic soil with 10% 
sugar content and 
condensed sweetness 
and umami.

Harenohi Tomatoes
By Sanko Fudosan in Tsu

Katsuo Carpaccio
By Mie Fisheries High School 

and Rihachiya in Shima

Skipjack tuna fished by 
students at the Mie 
Fisheries High School. 
Marinated with red 
wine and herbs, and 
smoked with cherry 
tree wood.

5

Cheese roasted slowly 
under ３５°Ｃ using our 
original wood smoking 
chips.

Smoked Cheese
By the Miyagawa Forestry 

Association in Odai

Smoked Sirloin 
(Shima Sea Lettuce-Fed Pork)

By Nikuno Kitaya in Shima

Smoked sirloin made 
with pork fed calcium 
and vitamin-rich Aosa 
(sea lettuce).
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海女小屋体験

パーソナルモビリティ

海女道具展示物の見学

志摩市 PRキャラクター「しまこさん」

自動運転車両

② フランス政府団交通担当者　海女小屋体験施設さとうみ庵、VISON 訪問
　フランス政府団の交通担当者が、海女小屋体験施設さとうみ庵（志摩市）と VISON（多気町）
を訪問しました。VISON では、敷地内を走行する自動運転車やパーソナルモビリティを試乗
しました。
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■自動移動ゴミ箱（三菱電機株式会社）

■パーソナルモビリティ（三菱電機株式会社）

■自動運転車両（BOLDLY 株式会社）

■県産品（酒蔵）

③ 国土交通省事務次官　VISON 訪問
　国土交通省藤井直樹事務次官が VISON（多気町）を訪問されました。VISON では、自動運転車
の試乗や県産品の PR を行いました。
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■エクスカーション　近鉄観光特急「しまかぜ」車内（県立宇治山田商業高等学校）

■エクスカーション　伊勢神宮「内宮」（県立宇治山田商業高等学校）

近鉄宇治山田駅でのお出迎えしまかぜ車内でのアナウンス

擬宝珠（ぎぼし）の説明

　エクスカーション（近鉄観光特急「しまかぜ」、伊勢神宮「内宮」、ミキモト真珠島）、三重県
展示ブースで外国語案内ボランティアとして地元の高校生等が大活躍しました。

（３）外国語案内ボランティア
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■エクスカーション　ミキモト真珠島
　（学校法人高田学苑 高田高等学校）

ミキモト真珠島の説明

ハンドクリーム作り体験のサポート

真珠博物館の説明

御木本幸吉にちなんで「リメンバー赤いハンカチ」でお見送り
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■三重県展示ブース
　（学校法人セントヨゼフ女子学園 高等学校、学校法人鈴鹿享栄学園 鈴鹿中等教育学校、三重大学ほか）

展示ブースの説明

日 程　 2023（令和５）年６月 18 日（日）
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橋爪志摩市長一見知事

17日の記者会見

　会合開催２日目の 17 日（土）と３日目の
18 日（日）の両日、一見知事と橋爪志摩
市長が、ぶら下がり記者会見を行いました。
会合開催の一連の事業の進捗状況や出席者の
様子などを紹介し、所感などの質問に答え
ました。

（４）三重県知事・志摩市長ぶら下がり記者会見

会 場  賢島宝生苑　見晴らしロビー（17 日）、宝生の間　ロビー（18 日）

日 程　 2023（令和５）年６月 17 日（土）10：15 ～
                     　６月 18 日（日）14：00 ～
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　推進協議会では、三重県の将来を担う若い
世代の皆さんにＧ７三重・伊勢志摩交通大臣会合
に積極的にご参加いただき、そこで得られた
国際感覚や視野を生かして、将来、さまざま
な分野で活躍してもらいたいと考えています。
　そこで、会合の一層の PR 効果を高めるため、
ポスターやのぼり旗、啓発物品などのデザイン
を統一する「共通デザイン」について、グラ
フィックデザインを学んでいる県立飯野高等
学校・応用デザイン科に制作をお願いしました。
　同校から合計６作品を提案していただいた
ため、推進協議会構成員等による投票を行い、
最終的に藤原梨帆さん（当時３年生）の作品
をＧ７三重・伊勢志摩交通大臣会合推進協議会
の「共通デザイン」として決定しました（詳しくは、76ページでご紹介しています）。
　その際、ご応募いただいた他の５作品についても、いずれも大変素晴らしいデザインでしたので、
ここでご紹介させていただきます（掲載順不同）。

　デザインのコンセプトは、上記と同じ
です。
　こちらのデザインは、バックにライト
ブルーを使用し、もう一つのデザイン
より、海と空のイメージを強調しました。

　Ｇ７のロゴは、７を表す正七角形を
取り入れながら、直線を基調とした
シンプルなデザインで、遠い距離から
の視認性を高め、より多くの方の目に
留まることをコンセプトとしています。
　志摩のリアス海岸を三角形のパター
ンで表現しました。三角のカラーは、
それぞれ、赤は名産の伊勢海老やいち
ご、緑は雄大な自然、青は海（英虞湾）
と空、黄は沈む夕日、黒は交通や道の
イメージを表しています。

　志摩の美しい自然と街の明るさを
伝えられるように工夫しました。
　真珠をイメージした円と、たくさん
の人々が行き交う交通網を白い線で
表現しています。

　「繋がりと円」をコンセプトに制作しました。
　志摩の真珠やびん玉、そして信号等をイメージした円と、バスや電車の路
線図をイメージした直線で構成しています。美しい志摩の海の青色を基調に、
志摩らしさと交通要素を融合して「伊勢志摩交通大臣会合の共通デザイン」と
してふさわしくなるよう工夫しました。
　また、パターンのような模様にすることで、様々な広報ツールに適した配置
に組み換えやすいデザインにしています。
　この会合を通じて、たくさんの人に志摩の魅力を知ってほしい、そして訪れ
てほしい。そんな願いを込めています。

　背景は志摩の海をイメージし、グラ
デーションを使って、できる限り志摩
の海に近い色を表現しました。文字は
真珠を意識して白にし、白と青のコン
トラストで読みやすくなるようにしま
した。
　そして、交通を意識し、路線図を
イメージした直線の構成を入れました。

コ ラ ム　　『若い世代の活躍～共通デザイン～』

≪決定したデザイン≫
　決定したデザインは、会合当日のセッション会場や
議長国記者会見のバックボード、会場案内表示や関係
者に配布されたコングレスバッグにプリントされるなど、
会合の多くの場面で活用されました。

6.16 6.18sun.

制作者
の
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